教材番号　　刑事一般№3
対　　象　　中・高
被告人はどのような刑を受けるべきか？
～怖い先輩に誘われた末の、無免許で起こした死亡事故
１　事案
　　ある日、被告人は、怖い存在であった先輩に久しぶりに再会しました。

　　この先輩は暴走族のリーダーで、被告人は、一緒に暴走しようと誘われました。

　　後日、被告人は先輩らとともに暴走していた時、先輩からバイクを運転してみろと言われました。

　　被告人は、免許を持っていませんでしたが、興味もあり、怖い先輩のいうことに断ることもできず、バイクを運転しました。

　　そして、小学生をはねてしまいました。

　　小学生は、重体となり、事故から2カ月後に亡くなりました。

　　被告人は、どのような刑を受けるべきでしょうか？

２　テーマ・ポイント

　　刑事事件の事例を通して、量刑について考えてもらう。

　　事件の内容からだけではわからない、被告人を取り巻く様々な事情があることに気付いてもらい、被告人の量刑について考えてもらう。

　　また、被告人が少年の場合ではどのようになるのか、成人の場合と少年の場合の違いについて考えてもらう。

　　さらに、損害賠償という民事事件と刑事事件の違いにも気付いてもらう。

３　授業の進め方（一例）

　　被告人を取り巻く状況を説明し、被告人にとって有利な事情・不利な事情を考えてもらい、被告人の量刑を決めてもらう。

　　また、被告人が少年の場合ならどのようになるのかを考えてもらう。

　　さらに、被害者側は、被告人に対して、どのような請求をすることができるのかを考えてもらい、民事事件と刑事事件の違いについて考えてもらう。
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